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研究の全体概要 

本研究では、島嶼特有の水循環と栄養塩負荷の実態を把握し、現在 IPCC によって提案されている CO2

増加シナリオでの高水温・酸性化海水を想定した実験区に、ローカルな環境要因としての陸域起源の負

荷（栄養塩等）を考慮した複合ストレスによるサンゴへの影響評価を行う実験系を確立し、サンゴの健

全な生育を保証する環境要因の閾値を明らかにする（サブテーマ 1-4）。特に、サンゴの生活史維持にお

いて重要であり、かつ環境応答指標として定量化に優れている、サンゴ石灰化に着目した影響評価を実

施する。加えて、骨格重量測定や顕微鏡観察のような既存のサンゴ石灰化評価手法に、ゲノム情報の拡

大に伴い利用可能となってきた、各種石灰化関連遺伝子に着目した新規の遺伝子マーカー開発と適用を

検討する（サブ 1）。また、遺伝子解析によるバクテリア負荷の詳細解明も検討する（サブ 1・3）。島嶼

特有な環境負荷の実態を明らかにするため、応募者らによる長年の野外調査の実績があり、人為的活動

の影響が顕著に異なる場所（与論島・沖縄島・慶良間諸島・石西礁湖）での地下水及び沿岸海域の栄養

塩等の調査を実施し、飼育実験での条件設定に反映させる（サブ 2）。また、栄養塩濃度だけでなく、総

量（負荷量）や石灰質の底質に蓄積した栄養塩（蓄積型栄養塩）がサンゴ石灰化に大きく影響を及ぼす

ことが明らかになってきているため、濃度に加えて、野外での蓄積型栄養塩負荷の詳細を明らかにする

（サブ 3）。これらのアプローチから得られた数値を用いて、CO2増加シナリオに沿ったサンゴ石灰化-環

境パラメータモデルを構築し、石灰化能の増減を基に、環境負荷の閾値を浮き彫りにする。また、全球

的なデータが利用可能な海水温・炭酸カルシウム飽和度（酸性化海水の指標）に、栄養塩の指標として

クロロフィル量を用いることで、複合ストレスによる石灰化影響を地理的に可視化し、各地域で求めら

れるローカルな環境負荷の閾値（基準値）を提案する（サブ 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 


